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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
　前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、
　前記突部を被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針をガイドするガ
イド部とを備え、
　前記突部は前記穿刺針を刺入する位置に近接して設けられることを特徴とする穿刺用プ
ローブ装置。
【請求項２】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
　前記送受信部に着脱可能に保持された穿刺アダプタと、
　前記穿刺アダプタに設けられ、前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、
　前記穿刺アダプタに設けられ、前記突部を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に
対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面における平面を貫通するようにガイドするガイド
部とを備え、
　前記突部は前記穿刺針を刺入する位置に近接して設けられることを特徴とする穿刺用プ
ローブ装置。
【請求項３】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、前記プローブ面を被検体に当接
させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針をガイドするガイド孔を有するガイド部と
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を備える穿刺用プローブ装置において、
　前記ガイド部に延設され、前記プローブ面側から前記被検体方向に突出する突部を設け
、
　前記ガイド孔は、前記突部を貫通することを特徴とする穿刺用プローブ装置。
【請求項４】
　前記ガイド孔に連通する吸引口と、
　前記吸引口を介して吸引を行う吸引手段とを更に備える請求項３に記載の穿刺用プロー
ブ装置。
【請求項５】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
　前記送受信部に着脱可能に保持された穿刺アダプタと、
　前記穿刺アダプタに設けられ、前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、
　前記穿刺アダプタに設けられ、前記突部を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に
対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面における平面を貫通するようにガイドするガイド
孔を有するガイド部とを備え、
　前記ガイド孔は、前記突部を貫通することを特徴とする穿刺用プローブ装置。
【請求項６】
　前記穿刺アダプタは、前記ガイド孔に連通する吸引口を有し、
　前記吸引口を介して吸引を行う吸引手段を更に備える請求項５に記載の穿刺用プローブ
装置。
【請求項７】
　前記突部の前記突出の高さが可変である請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の穿刺
用プローブ装置。
【請求項８】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部を備えたプローブ装置の前記送受信
部に着脱可能に保持される穿刺アダプタであって、
　前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、
　前記突部を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プ
ローブ面における平面を貫通するようにガイドするガイド部とを備え、
　前記突部は前記穿刺針を刺入する位置に近接して設けられることを特徴とする穿刺アダ
プタ。
【請求項９】
　超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部を備えたプローブ装置の前記送受信
部に着脱可能に保持される穿刺アダプタであって、
　前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、
　前記突部を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プ
ローブ面における平面を貫通するようにガイドするガイド孔を有するガイド部とを備え、
　前記ガイド孔は、前記突部を貫通することを特徴とする穿刺アダプタ。
【請求項１０】
　前記ガイド孔に連通する吸引口を有し、
　前記吸引口を介して吸引を行う吸引手段を更に備える請求項９に記載の穿刺アダプタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置下において穿刺術を行う際に用いられ、超音波の送受信を行
うプローブと穿刺針をガイドするガイド部とを備える穿刺用プローブ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、注射針等の穿刺針を生体内に刺入して、腫瘍などの組織の採取等の検査や、
薬剤の局所投与或いは穿刺針からのマイクロ波やラジオ波の照射等の温熱治療などを行う
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穿刺術が行われている。このような穿刺術は、損傷により大出血を起こす危険性のある血
管などを避けるために、或いは、目的である腫瘍などの組織に対して確実に穿刺するため
に、一般的には、超音波診断装置によって生成される断層画像を参照しながら行われてい
る。このように、超音波診断装置によるガイド下で行う穿刺術を超音波ガイド下穿刺術と
いう。
【０００３】
　例えば、超音波ガイド下穿刺術を施す場合に、穿刺針を目標とする位置に確実に刺入す
るために、断層画像上で穿刺針が不鮮明になったり消えてしまったりしないように安定し
て刺入できるように超音波診断装置のプローブに穿刺用の穿刺アダプタを取り付けて、こ
の穿刺アダプタに支持される穿刺針を生体接触面であるプローブ面の端部近傍から生体内
に刺入する方法がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　ところが、超音波ガイド下穿刺術を行う場合、プローブで被検体に対し超音波の送受信
を行い断層画像で病変部を描出したのち、穿刺針を体内に刺入するわけであるが、例えば
、上述の穿刺アダプタを用いたとしても、人体は柔軟であるため、刺入の際、穿刺針の刺
入に要する作用力によって体表が凹形状に変形する。そして、その変形に応じて体の内部
も変形するので、内部臓器の位置が変わる。一方、穿刺針による体表の変形により、プロ
ーブが被検体に対し不安定になり、断層画像が不鮮明になることがあるが、その場合には
断層画像が鮮明になるようにプローブをより強く被検体に押し付けるので、内部臓器はさ
らに位置が変化することになる。この位置の変化は、特に硬い一部（例えば肝硬変部など
）で顕著である。
【０００５】
　したがって、操作者は、穿刺針と目標とする患部の位置との変化に対応させながら超音
波プローブを動かし、さらに穿刺針の刺入方向を調整しながら、目標とする患部に到達す
るように刺入していくことになる。そのため、刺入作業に長い時間がかかってしまうこと
がある。また、患部を見失わないようプローブを動かすことにより、穿刺針の画像が不鮮
明になり、大きな血管等に気づかず穿刺針を刺入してしまい、人体に対して健康被害を与
えてしまう可能性がぬぐえない。
【０００６】
　そこで、正確な超音波ガイド下穿刺を可能にする目的で、目標とする患部の位置と穿刺
針の刺入位置との相対位置を固定するように、穿刺針を刺入する部分を吸引して、超音波
ガイド下穿刺術を行う穿刺具が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００７】
【特許文献１】特開平１－９７４４０号公報
【特許文献２】特開平８－１１７２３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、吸引方向は刺入方向とは逆方向なので、刺入部の体表は、依然として刺
入により凹形状に変形し、その変形により内部臓器は動いてしまう。また、吸引のための
構成により、機器が大型化し、簡便性がなくなるという問題もある。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、穿刺針
を目標の位置に対し、より正確に刺入することを可能とし、かつ、簡便性のある穿刺用プ
ローブ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために請求項１記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を
有する送受信部と、前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、前記突部を被検体
に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針をガイドするガイド部とを備え、前



(4) JP 4602037 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

記突部は前記穿刺針を刺入する位置に近接して設けられることを特徴とした穿刺用プロー
ブ装置である。
【００１１】
　また、請求項２記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
　前記送受信部に着脱可能に保持された穿刺アダプタと、前記穿刺アダプタに設けられ、
前記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、前記穿刺アダプタに設けられ、前記突
部を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面
における平面を貫通するようにガイドするガイド部とを備え、前記突部は前記穿刺針を刺
入する位置に近接して設けられることを特徴とした穿刺用プローブ装置である。
【００１２】
　また、請求項３記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
前記プローブ面を被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針をガイドす
るガイド孔を有するガイド部とを備える穿刺用プローブ装置において、前記ガイド部に延
設され、前記プローブ面側から前記被検体方向に突出する突部を設け、前記ガイド孔は、
前記突部を貫通することを特徴としている。
【００１３】
　また、請求項４記載の発明は、前記ガイド孔に連通する吸引口と、前記吸引口を介して
吸引を行う吸引手段とを更に備えることを特徴としている。
【００１４】
　また、請求項５記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部と、
前記送受信部に着脱可能に保持された穿刺アダプタと、前記穿刺アダプタに設けられ、前
記プローブ面から被検体方向に突出する突部と、前記穿刺アダプタに設けられ、前記突部
を前記被検体に当接させた状態で前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面に
おける平面を貫通するようにガイドするガイド孔を有するガイド部とを備え、前記ガイド
孔は、前記突部を貫通することを特徴とした穿刺用プローブ装置である。
【００１５】
　また、請求項６記載の発明は、前記穿刺アダプタは、前記ガイド孔に連通する吸引口を
有し、前記吸引口を介して吸引を行う吸引手段を更に備えることを特徴としている。
【００１６】
　また、請求項７記載の発明は、前記突部の前記突出の高さが可変であることを特徴とし
ている。
　また、請求項８に記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部を
備えたプローブ装置の前記送受信部に着脱可能に保持される穿刺アダプタであって、前記
プローブ面から被検体方向に突出する突部と、前記突部を前記被検体に当接させた状態で
前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面における平面を貫通するようにガイ
ドするガイド部とを備え、前記突部は前記穿刺針を刺入する位置に近接して設けられるこ
とを特徴としている。
　また、請求項９に記載の発明は、超音波の送受信を行うプローブ面を有する送受信部を
備えたプローブ装置の前記送受信部に着脱可能に保持される穿刺アダプタであって、前記
プローブ面から被検体方向に突出する突部と、前記突部を前記被検体に当接させた状態で
前記被検体に対し刺入する穿刺針を、前記プローブ面における平面を貫通するようにガイ
ドするガイド孔を有するガイド部とを備え、前記ガイド孔は、前記突部を貫通することを
特徴としている。
　また、請求項１０に記載の発明は、前記ガイド孔に連通する吸引口を有し、前記吸引口
を介して吸引を行う吸引手段を更に備えることを特徴とした穿刺アダプタである。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１に記載の穿刺用プローブ装置によれば、穿刺針を刺入する位置に近接する突部
を設けることにより、突部により既に凹形状に変形させられ張力がかかった状態の被検体
表面に対し刺入するので、被検体表面の穿刺針の刺入による変形がほとんどない。したが
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って、刺入の際に目標が移動することがないので、操作者は、より正確に穿刺針を目標の
位置に刺入することができ、かつ、突部を設けるだけなので簡便性がある。
【００１８】
　請求項２に記載の穿刺用プローブ装置によれば、穿刺アダプタに突部を設けることによ
り、より正確に穿刺針を目標の位置に刺入することができ、かつ、突部を設けるだけなの
で簡便性がある。
【００１９】
　請求項３に記載の穿刺用プローブ装置によれば、ガイド部に延設し、ガイド孔が貫通す
る突部を設けることにより、突部が被検体表面を押す方向と穿刺針が被検体表面を押す方
向とが同じなので、異なる方向の張力を発生しないので、穿刺針の刺入の際に被検体表面
の変形量をより少なくすることができ、操作者は、より正確に穿刺針を目標の位置に刺入
することができる。かつ、突部をガイド部に延設し設けるだけなので簡便性がある。
【００２０】
　請求項４に記載の穿刺用プローブ装置によれば、被検体表面がさらに吸引力により吸引
され変形することにより、より張力がかかった状態になるので、穿刺針の刺入の際に被検
体表面の変形をより小さくすることができる。
【００２１】
　請求項５に記載の穿刺用プローブ装置によれば、穿刺アダプタにガイド部に延設し、ガ
イド孔が貫通する突部を設けることにより、穿刺針の刺入の際に被検体表面の変形量をよ
り少なくすることができ、より正確に穿刺針を目標の位置に刺入することができ、かつ、
穿刺アダプタに突部をガイド部に延設し設けるだけなので簡便性がある。
【００２２】
　請求項６に記載の穿刺用プローブ装置によれば、被検体表面がさらに吸引力により吸引
され変形することにより、より張力がかかった状態になるので、穿刺針の刺入の際に被検
体表面の変形をより小さくすることができる。
【００２３】
　請求項７に記載の穿刺用プローブ装置によれば、突出高さを変化させることができるの
で、被検体の硬さに応じて、被検体表面の変形量を変えて、被検体表面の張力を適正にす
ることができる。また、穿刺を行わない診断時には、突出しないようにして、プローブを
用いた診断を容易にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明に係る穿刺用プローブ装置の様々な実施形態について、図面を参照しなが
ら具体的に説明する。また、同一の構成要素に関しては、各図において同一の符号を付す
こととする。
【００２５】
　　　　　　　　　　　　　［第１の実施の形態］
　図１は、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を示す。図１
に示すように、本穿刺用プローブ装置は、超音波の送受信を行って断層画像を生成するた
めの超音波プローブ１０（送受信部）と、超音波プローブ１０に着脱可能に保持されて穿
刺針Ｎを刺入する際に穿刺針Ｎをガイドする穿刺アダプタ１とを備えている。
【００２６】
　超音波プローブ１０は、一方の先端部に超音波の発振および受信を行う超音波振動子（
図示せず）を備えるプローブ面１０ａ、プローブ面１０ａの長手方向の端部の外側にプロ
ーブ面１０ａ側から突出し、後述する孔部１ｄによりガイドされる穿刺針が刺入される位
置に近接する突部１０ｄ、他方には操作者が把持する把持部１０ｅが設けられ、更に把握
部１０ｅには接続ケーブル１０ｃが連設されている。接続ケーブル１０ｃは図示しない超
音波診断装置に接続される。また、超音波プローブ１０の側面部１０ｂには、凹部１０ｂ
ａが設けられ、穿刺アダプタ１の装着に用いられる。
【００２７】
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　穿刺アダプタ１は、穿刺アダプタ１を超音波プローブ１０に着脱自在に取り付けるため
の筒状形状を成す着脱部１ａと、穿刺針Ｎを超音波プローブ１０による超音波の走査線上
にガイドするためのガイド部１ｈとから構成されている。さらに、着脱部１ａは、超音波
プローブ１０のプローブ面１０ａ及び突部１０ｄを挿入ための開口部１ｃと、この開口部
１ｃに超音波プローブ１０のプローブ面１０ａ及び突部１０ｄが挿入された場合に、超音
波プローブ１０のプローブ面１０ａと略一致して、同一方向（但し、超音波プローブ１０
による超音波のスキャン方向と直交する方向）に広がりを有する平面部１ｆとを有し、ガ
イド部１ｈは、開口部１ｃに超音波プローブ１０のプローブ面１０ａが挿入された場合に
、超音波プローブ１０のプローブ面１０ａと略一致して、同一方向（但し、超音波のスキ
ャン方向）に広がりを有する平面部１ｇと、この平面部１ｇを貫通して、穿刺針Ｎを超音
波プローブ１０による超音波の走査線上に規定するようにガイドする、穿刺針Ｎを挿入可
能に構成された孔部１ｄ（ガイド孔）とを有し構成されている。
【００２８】
　また、穿刺アダプタ１の着脱部１ａの内面部１ａａには、超音波プローブ１０の側面部
１０ｂに設けられた凹部１０ｂａと係合する凸部１ａｂが設けられており、開口部１ｃに
超音波プローブ１０のプローブ面１０ａが挿入された場合に、これら凹部１０ｂａと凸部
１ａｂが係合することで、当該超音波プローブ用穿刺アダプタ１は超音波プローブ１０に
着脱自在に取り付けられ、且つ、超音波プローブ１０のプローブ面１０ａと当該超音波プ
ローブ用穿刺アダプタ１の平面部１ｆ及び平面部１ｇとが略一致するようになっている。
【００２９】
　尚、穿刺アダプタ１は、例えば樹脂材料を成型することにより得られ、上記各部は一体
に構成される。
【００３０】
　このような構成において、開口部１ｃに超音波プローブ１０のプローブ面１０ａ及び突
部１０ｄが挿入された場合には、図２に穿刺アダプタ１を超音波プローブ１０に装着した
斜視図をしめすが、図２に示すように着脱部１ａの内面が超音波プローブ１０の側面部１
０ｂに当接して、当該超音波プローブ用穿刺アダプタ１を超音波プローブ１０に着脱自在
に取り付けられるようになっている。また、同図に示す矢印Ａは、超音波プローブ１０の
プローブ面１０ａから照射される超音波のスキャン方向、即ち、走査方向を表している。
【００３１】
　このように、本実施形態においては、超音波プローブ１０に当該超音波プローブ用穿刺
アダプタ１を取り付けることで、穿刺アダプタ１の平面部１ｆと、超音波プローブ１０の
プローブ面１０ａとが略一致して、そこから突部１０ｄが突出する。また、突部１０ｄは
、孔部１ｄによりガイドされる穿刺針Ｎに近接する。
【００３２】
　ここで、図３には、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する様子を示
す。操作者は、穿刺用プローブ装置のプローブ面１０ａを被検体Ｐに当接させ、穿刺針Ｎ
を刺入する目標の例えば腫瘍の断層画像を得ようとする。このとき、穿刺アダプタ１の平
面部１ｆ（図示せず）と、超音波プローブ１０のプローブ面１０ａと、突部１０ｄとが共
に被検体Ｐ表面に接触し、突部１０ｄはプローブ面１０ａから被検体Ｐの方向に突出して
いるので、突部１０ｄにより被検体Ｐ表面は凹形状に変形させられた状態で腫瘍の断層画
像を得る。そして、穿刺針Ｎをガイド孔１ｄのガイドにより被検体Ｐの腫瘍に向けて刺入
するが、穿刺針Ｎが被検体Ｐ表面を押しても、その位置の被検体Ｐ表面は突部１０ｄによ
り既に凹形状に変形させられ張力がかかった状態になっているため、穿刺針Ｎによりさら
に大きく変形することない。したがって、刺入の際に被検体Ｐ表面の変形がほとんど無い
、すなわち刺入の際に腫瘍などが移動することがないので、操作者は、断層画像を参照し
て、より正確に穿刺針Ｎを目標の位置に刺入することができる。また、穿刺針Ｎの刺入方
向は、プローブ面１０ａの外側からプローブ面１０ａ方向に向かうので、穿刺針Ｎが押す
方向に被検体Ｐ表面を変形させるように、突部１０ｄをプローブ面１０ａ方向に傾倒させ
てもよい。
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【００３３】
　また、本実施形態においては、穿刺用プローブ装置を超音波プローブ１０と穿刺アダプ
タ１とで構成したが、穿刺アダプタ１を備えずに、超音波プローブ１０にガイド部１ｈの
機能を持たせた構成でもよい。
【００３４】
　また、本実施形態においては、超音波プローブ１０として、プローブ面１０ａが平面形
状を成すリニア型のものを例に採り説明したが、超音波プローブは、プローブ面が曲面形
状を成すコンベックス型のものであっても良い。
【００３５】
　　　　　　　　　　　　　［第２の実施の形態］
　次に、図面を参照して本考案の第２の実施の形態を説明する。なお、以下には第１の実
施の形態と実質的に同様の構成については、詳細な説明を省略し、主に異なる点について
述べる（以下の他の実施の形態も同様）。
【００３６】
　本実施の形態の特徴は、プローブ面１０ａ側から突出する突部を、穿刺アダプタ１に設
けるようにした点にある。
【００３７】
　図４は、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を示す。図４
に示すように、穿刺アダプタ１は、ガイド部１ｈの平面部１ｇに、孔部１ｄと開口部１ｃ
との間に超音波プローブ１０のプローブ面１０ａ側から突出し、孔部１ｄによりガイドさ
れる穿刺針が刺入される位置に近接する突部１ｉを有する。
【００３８】
　図５に穿刺アダプタ１を超音波プローブ１０に装着した斜視図をしめすが、本実施形態
においては、超音波プローブ１０に当該超音波プローブ用穿刺アダプタ１を取り付けるこ
とで、穿刺アダプタ１の平面部１ｆ及び平面部１ｇと、超音波プローブ１０のプローブ面
１０ａとが略一致して、そこから突部１ｉが突出する。また、突部１ｉは、孔部１ｄによ
りガイドされる穿刺針Ｎに近接する。
【００３９】
　また、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する場合には、第１の実施
の形態の穿刺用プローブ装置を用いた様子を示した図３の突部１０ｄを突部１ｉとして考
えればよく、第１の実施の形態と同様に、穿刺針Ｎの刺入の際に被検体Ｐ表面の変形がほ
とんど無い、すなわち刺入の際に腫瘍などが移動することがないので、操作者は、断層画
像を参照して、より正確に穿刺針Ｎを目標の位置に刺入することができる。
【００４０】
　　　　　　　　　　　　　［第３の実施の形態］
　本実施の形態の特徴は、超音波プローブ１０にガイド部を備え、ガイド部から延設して
突部を設けた点にある。
【００４１】
　図６は、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を示す。図６
に示すように、本穿刺用プローブ装置は、超音波の送受信を行って断層画像を生成するた
めの超音波プローブ１０（プローブ）で構成され、穿刺アダプタ１は備えていない。
【００４２】
　本実施の形態の超音波プローブ１０は、穿刺針Ｎを超音波プローブ１０による超音波の
走査線上に規定するようにガイドする、穿刺針Ｎを挿入可能に構成された孔部１０ｇ（ガ
イド孔）を有するガイド部１０ｆ、このガイド部１０ｆに延設され、第１の実施の形態と
同様にプローブ面１０ａの長手方向の端部の外側にプローブ面１０ａ側から突出する突部
１０ｄを備える。また、孔部１０ｇは、突部１０ｄを貫通する。
【００４３】
　ここで、図７には、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する様子を示
すが、上述のような突部１０ｄによれば、突部１０ｄの突出の方向と穿刺針Ｎの刺入方向
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とを同じ方向にできるので、突部１０ｄが被検体Ｐ表面を押す方向と穿刺針Ｎが被検体Ｐ
表面を押す方向とが同じになり、異なる方向の張力を発生しないので、穿刺針Ｎの刺入の
際に被検体Ｐ表面の変形量をより少なくすることができ、操作者は、断層画像を参照して
、より正確に穿刺針Ｎを目標の位置に刺入することができる。
【００４４】
　　　　　　　　　　　　　［第４の実施の形態］
　本実施の形態の特徴は、穿刺アダプタ１のガイド部から延設して突部を設けた点にある
。すなわち、第３の実施の形態の超音波プローブ１０のガイド孔を設けた突部１０ｄを、
穿刺アダプタ１に設けるようにした点にある。
【００４５】
　図８は、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を示す。本実
施の形態の穿刺アダプタ１は、ガイド部１ｈに延設され、開口部１ｃに超音波プローブ１
０のプローブ面１０ａが挿入された場合に、超音波プローブ１０のプローブ面１０ａ側か
ら突出する突部１ｉを備える。また、孔部１ｄは、突部１ｉを貫通する。
【００４６】
　図９に穿刺アダプタ１を超音波プローブ１０に装着した斜視図をしめすが、本実施形態
においては、超音波プローブ１０に当該超音波プローブ用穿刺アダプタ１を取り付けるこ
とで、穿刺アダプタ１の平面部１ｆと、超音波プローブ１０のプローブ面１０ａとが略一
致して、そこからガイド孔１ｄが設けられた突部１ｉが突出する。
【００４７】
　また、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する場合には、第３の実施
の形態の穿刺用プローブ装置を用いた様子を示した図７のガイド部１０ｆ、突部１０ｄ及
び孔部１０ｇをそれぞれガイド部１ｈ、突部１ｉ及び孔部１ｄと置き換えて考えればよく
、第３の実施の形態と同様に、突部１ｉの突出の方向と穿刺針Ｎの刺入方向とを同じ方向
にできるので、突部１ｉが被検体Ｐ表面を押す方向と穿刺針Ｎが被検体Ｐ表面を押す方向
とが同じになり、異なる方向の張力を発生しないので、穿刺針Ｎの刺入の際に被検体Ｐ表
面の変形量をより少なくすることができ、操作者は、断層画像を参照して、より正確に穿
刺針Ｎを目標の位置に刺入することができる。
【００４８】
　　　　　　　　　　　　　［第５の実施の形態］
　本実施の形態の特徴は、第３の実施の形態のガイド孔で、被検体Ｐ表面の吸引を行う点
にある。図１０には、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を
示す。本実施の形態の超音波プローブ１０は、ガイド部１０ｆに連接する吸引部１０ｉを
有し、吸引部１０ｉには、孔部１０ｇと連通する吸引口１０ｈを備えている。また、吸引
部１０ｉには、図示しない吸引チューブが接続され、さらに図示しないポンプ等の吸引手
段に接続されている。
【００４９】
　ここで、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する様子を、図１１に示
す突部１０ｄ、ガイド部１０ｆ及び吸引部１０ｉを示す部分断面図を用いて説明する。上
述のような吸引手段により吸引可能な孔部１０ｇによれば、被検体Ｐ表面は突部１０ｄに
より既に凹形状に変形させられ、突部１０ｄが被検体Ｐ表面を押す方向と穿刺針Ｎが被検
体Ｐ表面を押す方向とが同じで、さらに吸引力により吸引され変形することにより、より
張力がかかった状態になるので、穿刺針Ｎの刺入の際に被検体Ｐ表面の変形量をより少な
くすることができ、操作者は、断層画像を参照して、より正確に穿刺針Ｎを目標の位置に
刺入することができる。
【００５０】
　　　　　　　　　　　　　［第６の実施の形態］
　本実施の形態の特徴は、第４の実施の形態のガイド孔で、被検体Ｐ表面の吸引を行う点
にある。図１２には、本実施形態における穿刺用プローブ装置の全体構成を表す斜視図を
示す。本実施の形態の穿刺アダプタ１は、ガイド部１ｈに連接する吸引部１ｋを有し、吸
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引部１ｋには、孔部１ｄと連通する吸引口１ｊを備えている。また、吸引部１ｋには、図
示しない吸引チューブが接続され、さらに図示しないポンプ等の吸引手段に接続されてい
る。
【００５１】
　また、上述の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針Ｎを刺入する場合には、第５の実施
の形態の突部１０ｄ、ガイド部１０ｆ及び吸引部１０ｉを示す部分断面図である図１１の
ガイド部１０ｆ、突部１０ｄ、孔部１０ｇ、吸引部１０ｉ及び吸引口１０ｈをそれぞれガ
イド部１ｈ、突部１ｉ、孔部１ｄ、吸引部１ｋ及び吸引口１ｊと置き換えて考えればよく
、第５実施の形態と同様に、吸引手段により吸引可能な孔部１ｄによれば、被検体Ｐ表面
は突部１ｉにより既に凹形状に変形させられ、突部１ｉが被検体Ｐ表面を押す方向と穿刺
針Ｎが被検体Ｐ表面を押す方向とが同じで、さらに吸引力により吸引され変形することに
より、より張力がかかった状態になるので、穿刺針Ｎの刺入の際に被検体Ｐ表面の変形量
をより少なくすることができ、操作者は、断層画像を参照して、より正確に穿刺針Ｎを目
標の位置に刺入することができる。
【００５２】
　　　　　　　　　　　　　［第７の実施の形態］
　本実施の形態の特徴は、上述の第１乃至第６の実施の形態における突部の突出の高さを
可変にする点にある。図１３、図１４、及び、図１５に本実施の形態の構成を示すが、図
１３は第１及び第２の実施の形態の突部に対応し、図１４は第３及び第４の実施の形態の
突部に対応し、図１５は第５及び第６の実施の形態の突部に対応する部分断面図である。
【００５３】
　まず、図１３を用いて第１及び第２の実施の形態の突部に対応する例を説明する。図１
３に示すように、本実施の形態では、ピン３を備える。ピン３は、一端にツマミ部３ｃ、
他端に軸部３ａ、及び、中央部にネジ部３ｂが形成されている。そして、軸部３ａがプロ
ーブ面１０ａ側から突出するように、超音波プローブ１０または穿刺アダプタ１に設けら
れたネジ孔に螺合される。
【００５４】
　このような構成により、ツマミ部３ｃをもってピン３を回転させるとネジ部３ｂ及びネ
ジ孔の作用により矢印Ｂ方向に移動するので、軸部３ａのプローブ面１０ａに対する突出
高さを変化させることができる。
【００５５】
　上述のように突出高さを変化させることができるので、被検体Ｐの硬さに応じて、被検
体Ｐ表面の変形量を変えて、被検体Ｐ表面の張力を適正にすることができる。また、穿刺
を行わない診断時には、軸部３ａをネジ孔から出ないようにして、超音波プローブ１０を
用いた診断を容易にする。
【００５６】
　図１４には、第３及び第４の実施の形態に対応するようにピン３に孔部３ｄを備えた例
を示し、また、図１５には、第３及び第４の実施の形態に対応するようにさらにツマミ部
３ａに吸引部３ｅを設け、吸引部３ｅには孔部３ｄに連通する吸引口３ｆを設けた例を示
した。上述の説明と同様に、突出高さを変化させることができるので、被検体Ｐの硬さに
応じて、被検体Ｐ表面の変形量を変えて、被検体Ｐ表面の張力を適正にすることができ、
また、穿刺を行わない診断時には、軸部３ａをネジ孔から出ないようにして、超音波プロ
ーブ１０を用いた診断を容易にする。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明に係る第１の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図２】本発明に係る第１の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図３】本発明の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針を刺入する様子を説明するための
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図である。
【図４】本発明に係る第２の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図５】本発明に係る第２の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図６】本発明に係る第３の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図７】本発明の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針を刺入する様子を説明するための
図である。
【図８】本発明に係る第４の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図９】本発明に係る第４の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図である
。
【図１０】本発明に係る第５の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図であ
る。
【図１１】本発明の穿刺用プローブ装置を用いて、穿刺針を刺入する様子を説明するため
の部分断面図である。
【図１２】本発明に係る第６の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す斜視図であ
る。
【図１３】本発明に係る第７の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す部分断面図
である。
【図１４】本発明に係る第７の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す、図１３と
は異なる部分断面図である。
【図１５】本発明に係る第７の実施の形態の穿刺用プローブ装置の構成を示す、図１３及
び図１４とは異なる部分断面図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　穿刺アダプタ
　１ｄ　孔部
　１ｈ　ガイド部
　１ｉ　突部
　１ｊ　吸引口
　１ｋ　吸引部
　３　ピン
　３ａ　軸部
　３ｂ　ネジ部
　３ｃ　ツマミ部
　３ｄ　孔部
　３ｅ　吸引部
　３ｆ　吸引口
　１０　超音波プローブ
　１０ａ　プローブ面
　１０ｄ　突部
　１０ｆ　ガイド部
　１０ｇ　孔部
　１０ｈ　吸引口
　１０ｉ　吸引部
　Ｎ　穿刺針
　Ｐ　被検体
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